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Meromyarian型線虫の筋細胞配列

(4)StrongylidaeおよびAncylostomatidae科数種の雌成虫
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Meromyarian型の筋細胞を有するStrongyloideaに

は現在までに３型の筋細胞配列様式が明らかになってい

る(大森，1975b)．Trichonematidaeには大森(1975b）

のＢ型（OesoP/mgos/o"J皿"z-type）とＣ型（E9z`/"z〃‐

6/α-type）の２型の筋細胞（以下筋と略記）配列様式が

みられ，StrongylidaeにもＣ型の他，Ｄ型（AIQyb

sto''１aM-type）もみられるようであるが，Ancylosto-

matidaeには目下のところＤ型しか知られていない．今

回更にAncylostomatidae数種を観察したが，全てＤ

型の筋配列を有し，本科のものは筋配列に関し，一様性

である感じを強くもった．またStrongylidae数種の観

察で本科にＤ型の存在することを確認できたので報告す

る．

材料と方法

材料：観察したものは以下の８種である．

Ancylostomatidae

A"ＱｙＪｏｓＺｏｍａ６７ａｚノル"SC

A、ｃｑｙｍ"/αz"ｚ

Ａ．ｚ"6αeﾌﾟbγ"ｚｅ

Ｂ""osZo"z"”Z7igo"oc”ﾉﾉα/z"〃

Strongylidae

SZ7o"gyZ"SCC北"ZaZzZs

S・e9zJz""Ｓ

Ｓ．Ｕ"ZgQl7/s

Dec7WsiaacJc/iZicra

以上はホルマリン液保存のものであるが，Ａ・ｍ６ａｅ‐

んγ'"ｅは郵送時容器の破損で受領の際には完全に乾燥

してしまっていた．しかし，これを水に浸け，通常通り

標本作製すると筋配列の観察には全く支障がなかった．

標本作製および観察法：既報(大森，1974,1975ａ，

1975ｂ）と同様である。大形のものは直接右側線部を切

開して標本を作製した．

成績

Ａ"QyJosZo"ｚａ６７－ａｚｉ此"Se，Ａ，CCDノル"ﾉﾛｨﾉ〃，Ａ，Ｚ砂

6αa/b｢'"ｅは既報（大森，1974,1975a）のＡ、血oae‐

"山,ＡＣα"伽，〃と同様で，左腹側の筋域に21個，他』

の３筋域に各22個，合計87個の筋を有し，内，外，腹，

尾の４筋列が認められ，大森（1975ｂ）のＤ型（Fig.５）

を示した．Fig.１はＡ・ｍ６ａａ/bγ，"ｅを代表として示

し，Ｔａｂｌｅｌに各筋列所属の筋を示した．

Ｂ""osZol""'〃Ｚγzgo"CCCP/iα/""ｚは殆んど前種と同様

で87個の筋を有し，内，外，腹，尾の４筋列からなるＤ

型の筋配列を示した．前種との異なる点は，左腹側のＭ

１８（18番目の筋）が前方のM15と接している．しかも

Fig.２に示すようにM15の内側より生じ，この細胞は

内列所属であった．各筋列所属の筋はＴａｂｌｅｌに示す

とおりである．

StrongylidaeではＳＺ７ｏ"gyZ"secJe"ZaZzzs，Ｓ・ｅ９"i"zzS

(Fig.３）およびＳ・Ｕｚ`ZgQlγ/ｓ３種とともに87個の筋を

有し，Ancylostomatidaeのものと同様，内，外，腹，

尾の４筋列からなるＤ型の筋配列を示した．Ｓ、ｅ９"z""ｓ

および８.ｃａｅ"zazwsはＯγα'""zoc"んα此ｓＵａ花`αzzzsや

ＢａＺＡ"JosZom"''ｚｓα"gｅｒｉ（大森1975a）と同様に左腹側

のM18がM15の外側に生じているがＳ・Ｕｚ`Zgαγｉｓでは

M15の後端がM18の先端とvulvaの左側で接している．

DeclWs/ααcMZicZa（Fig.４）も同様に87個の筋を有

し，概観ではAncylostomatidaeと同様，内，外，腹，

尾の４筋列がみられるが，M16の先端がM12の後端の内

側に入っており，またＭ２０（左腹側ではＭ１9）の先端が

同様にMl6の後端の内側に入っている．これは個体によ

り，また筋域によって多少変化がみられるようである．

現段階ではこれも一応Ｄ型とみなしておく．左腹側のM

18はM15の内側に付着し，内列所属であった（Fig.４

Table、１)．

(４０）
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ｕ

LＣ

DＬ

Ｆｉｇ．２Partialsketchofthemusclearran‐

ｇｅｍｅｎｔｏｆＢ""osZo"z〃"ｚか,１９０"o‐

ｃｅｐｈα此れ旱

ZZ

ArrangeIIlent

２２

ｏｆｔｈｅＩｎｕｓｃｌｅｃｅｌｌｓ

ａｍ６ａａ/bγ'，ｚｅ旱
Ｖ：ventralside

VL：ｖｅｎｔｒａｌｌｉｎｅ

Ｒ：ｒｉｇｈｔｓｉｄｅ
Ｖｕ：ｖｕｌｖａ

ＦｉｇｌＡｒｒａｎｇｅｍｅｎｔｃ

ｏｆＡ"QyZosto7）ｚａ
Ｄ：ｄｏｒｓａｌｓｉｄｅ

ＤＬ：dorsalline

LCmateralchord

L：ｌｅｆｔｓｉｄｅ

認められた．これらの多くの筋はその前方にある筋の内

側に付着して生じている（内付き）が，所々に外側に付

着した(外付き)筋がみられる．この外付きの筋は４筋域

において殆んど同様に現われ，種によって現われる部位

が一定しており，この筋の出現状態はかなり安定してい

るものと思われる．著者らは各筋域の外側部にみられる

外付きの筋を先頭にして並ぶ内付きの筋同志の列を認

め，この筋列によって筋配列を説明してきた．この方法

でMeromyarian型線虫の筋配列は現在までに４型が

考察と総括

著者らはMeromyarian型線虫，特にStrongyloidea

のものを中心に種々の線虫の筋配列を観察してきたが，

調査されたStrongyloideaでは全て87個の筋細胞が存

在し，左腹側の筋域に21個，他の３筋域に各22個の筋が

（４１）



296

Ｉ

VＬ

Vｕ

２１２２

Ｆｉｇ．４ArrangeInentofthe
Dec7"siaaacJiZicZa

musclecellsof

旱Ｆｉｇ．３Ａｒｒａｎｇｅｎｔｏｆｔｈｅｍｕｓｃｌｅｃｅｌｌｓｏｆ

ＳZ7o"gyJz‘Ｓｅ９"i""ｓ旱
sZo）"αではvulvaが後方1/3にあり，Ｂａｔ伽osZo'）z""ｚ

やＧ７α""zocePhaJ"Ｓ（大森，1975a）では中央辺，Ｍ‐

cator（大森，1974）やＢ""oSZollZ"'〃では中央より前

方にあるが，これらのものは全てＤ型の筋配列を有し

ている．これに対し，vulvaが後端部にあるものでは

OesopAagosrollz""ｚやＴｅ、仇"ｓ（大森，1975a）では

Ｂ型，Ｅ９"/"zJ76ia，Ｃ/io"/α"gi"、およびＭ”WcZ/α

(大森，1975b）ではＣ型の筋配列を有している．Ｆｉｇ．

５の筋配列様式をみると，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの順に複雑化し

ていることがわかる．Travassos（Skrjabin，1961より

引用）はvulvaを体後端にもつStronglateがより原

始的なものと考えたが，vulvaを後方にもつものはＢ又

区別される（Fig.５)(大森,1975b）が,このうちStron‐

gyloideaにはＢ，Ｃ，Ｄの３型がみられている．現段

階ではStrongylidaeにはＣ，およびＤの２型がみら

れ，TrichonematidaeにはＢおよびＣの２型がみられ

ているが(大森，１９７５ａ，1975ｂ)，Ancylostomatidae

は全てＤ型で．内，外，腹，尾の４筋列が区別される．

前報（大森，1975b）において筋配列様式がvulvaの

位置と関連性のあることを示唆した．vulvaが肛門から

離れて前方に位置するものは全てＤ型の筋配列を示して

いる．例えばＳＺｍ"gy〃s，Dec7WsiaおよびＡ"Ｍｏ‐

（４２）
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ＴａｂｌｅｌＭｕｓｃｌｅｒｏｗｓａｎｄｍｅｍｂｅｒｓｏｆｔｈemuscleofancylostomatid-type

躯と筐ｌＴＭMemberofmusclesＳｅｃｔｏｒｌ ＲｏｗSpecies

Ａ"QyJosZomacJzｲo`e"αJC
A．Ｃａ"i7zzJ"Ｚ

Ａ．６mziZie"SC

A．ｃｅｙｍ"ic""Ｚ

ＡＺ"6αeﾌﾟbr"ze
NbcaZo7ame7icα"ｚｚｓ

ＢａＺ/imosto7"""2ｓα"ｇｃ７ｚ

Ｇｍ”"ocqDﾉiaZ"ｓＵａ７－ｅ`αzzJs
Szm"ｇ)ﾉ/"ｓｅ９ｚ〃"ｓ
Ｓｂｃａｅ"raZzzs

S．Ｕ"Zgcz7is

lnternal

External

Abdominal

Caubal

８
７
３
３

１，３，５，７，

２，４，６，８，

１６，１７，１８．

１９，２０，２１．

９，１１，１３，１５．

１０，１２，１４．
2１Ｌ、Ｖ・＊

Internal

External

Abdominal

Caubal

lnternal

External

Abdominal

Caudal

１，３，５，７，９，１１，１３，１５，１７．

２，４，６，８，１０，１２，１４．

１６，１８，１９．

２０，２１，２２．

９
７
３
３
’
９
７
２
３

●
●
Ｃ

Ｒ
Ｔ
‐
』
Ｒ

●
●
●

Ｄ
Ｄ
Ｖ 2２

１，３，５，７，

２，４，６，８，

１６，１７．

１９，２０，２１．

9，１１，１３，１５，１８．

１０，１２，１４．Ｂ""osZo"zzJ"z

r7igmzoc"/”ん"Z
Ｌ、Ｖ， 2１

---|＿

Internal

External

Abdominal

Caudal

１，３，５，７，９，１１，１３，１５，１７．

２，４，６，８，１０，１２，１４．

１６，１８，１９．

２０，２１，２２．

９
７
３
３

●
●
●

Ｄ
Ｄ
Ｖ

●
●
●

Ｒ
Ｌ
ＲDec7"ｓｉａａａｃＺｉＺ/cta ワワ

*ＬＶ.:leftventral,R､,.:rightdorsaLL.,.:leftdorsal,R､V､:rightventral

|'
筋の位置と形態の比較にもとづいている．左右の腹側

で各筋列所属の筋数を比較すると，Ｂ，ＣおよびＤ型

(Tableｌ）の多くの種では左腹側の内列に筋の不足が

みられるが，中には腹側の左右で内列の筋数の等しいも

のもある．これらのものでは左腹側のM18がM15の内側

から生じ，M18が内列所属となっているためで，Ｂ型で

はＴｅr"〃e"ｓａｅｌ"伽Z"Ｓ（大森，1975a)，Ｃ型では

CAO"/α"g/z`'〃ePiSZPo'"""zおよびＭ(ハハ城α九ZCi/b′α

(大森，1975b)，Ｄ型ではＢ２`"osZol""ﾉﾉz〃zgo"CCCPﾉｶα‐

ん"ｚおよびDec7wsiαα〃iZicza（Tableｌ）がこの例

である．Ｄ型のＢ、Z7igmzocePﾉiα〃"ｚおよび，．αcノー

cJiZjMzではＴａｂｌｅｌに示した如く，左腹側の腹列に

筋の不足がみられるが，Ｃ型のCePisZo'"",,ｚおよび

Ｍ／izZci/と、では左腹側の外列に筋が不足し（大森，

1975b)，Ｂ型のＴ、‘e伽"2`Z"ｓでは外列の内枝（in‐

sidebranch，Ｆｉｇ．５，Ｂのｅ）を欠くものとして理解

できよう．

ａａａ

Ｃ
ｅ

。

ＡＢＣＤ

Ｆｉｇ５Ｓｅｖｅｒａｌｔｙｐｅｓｏｆｍｕｓｃｌｅｒｏwsinasector

ofmeromyariannematodes（showinga

rightdorsalsector）

Ａ：Oxyurid-typeB：ＯｅｍＰ/iagosZo"zz""type

C：E9zui"zz76ia-typeD：Ancylostomatid-type
a：ｉｎｔｅｒｎａｌｒｏｗ ｂ：externalwow

c：ａｂｄｏｍｉｍａｌｒｏｗｄ：ｃａｕｄａｌｒｏｗ

ｅ：insidebranchofexternalrow

(まＣ型でvulvaを前方にもつもののＤ型より比較的単

純な筋配列をなし，この点，Travassosの考えと合致す

るようである．

大森（1974）はＡ"QyZosZol"α‘2`ｍｅ"αＩＣおよび

MCaZoγαｍｅγzcα""ｓに関して，左腹側の筋域に15番目

の筋細胞を欠除するものとみなした．これは腹側左右の

まとめ

LAncylostomatidaeの４種（Ａ"QyJosZo"ｚａ６ｍ‐

之ノル,Jse，Ａ・cely〃"加ｿ"，Ａ・ｍ６ａａ/bγ"ｚｅおよびＢ"‐

"osZo"２２`，〃Ｚγigo"oC"ｈα肋，"）とStrongylidaeの４種

（４３）
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(SZ7o'zgyJ"ｓｅｄｍＺａｍＳ，Ｓ,e9zJ伽zs，Ｓ､ｕ"ZgCWsおよ

びDecγzMJα〃iz/czα）の筋配列を観察した．

２．上記の８種は全て87個の筋細胞を有し，内，外，

腹，尾の４筋列が認められた．

３．Strongylidaeには３筋列（大森，1975ｂ）の他

に上記の４筋列の存在が確認された．

４．Ancylostomatidaeの筋配列は上記４筋列の一様

性を示すようである．

５．４筋列を示す筋配列（Ｄ型は）vulvaを体中央部

にもつ種類にみられるようである．

（本研究は前主任吉村裕之教授（現金沢大学）および

現主任鈴木俊夫教授より種々ご教示いただいた．材料の

一部は大鶴正満教授（新潟大学)，古田幸雄教授（京都

府立医科大学）および村田義彦助教授（麻布獣医科大

学）よりいただいたものである．各先生に対し深謝の意

を表します．
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| Abstract j

ARRANGEMENT OF THE SOMATIC MUSCLE CELLS OF MEROMYARIAN

NEMATODES

(4) Some females of Strongylidae and Ancylostomatidae

Yasumasa OHMORI

{Department of Parasitology, Akita University School of Medicine, Akita, Japan)

AND

Masashi OHBAYASHI

(Department of Parasitology, Faculty of Veterinary Medicine* Hokkaido

University, Sapporo. Japan)

Studies on the arrangement of the somatic muscle cells were made on the females of 8

species belonging to Strongylidae (Strongylus edentatus, S. equinus, S. vulgaris, and Decrusia ad-

ditictd) and Ancylostomatidae (Ancylostoma braziliense, A. ceyhmicum, A. tubaeforme and

Bunostomiim trigonocephalum). They all possess 87 somatic muscle cells as the other strongyloids

do (Ohmori, 1974, 1975, a, b) and four rows of the muscle cells which originate from inside of

preceding muscle cell are found in all species.

Although the muscle cells are equal in number, three types of their arrangement are found

among the strongyloids (Fig. 5, B, C & D) and two types of them are seen among Strongylidae

and Trichonematidae respectively. Oesophagostornum- (Fig. 5, B) and Equinurbia-type (Fig. 5, C)

are seen in Trichonematidae, Equinurbia- and ancylostomatid-type (Fig. 5, D) are in Strongylidae.

As far as the authors studied, Ancylostomatidae had uniform arrangement of the muscles

showing ancylostomatid-type.

There may be some relationships between the muscle arrangement and position of the

vulva. The species which exhibit ancylostomatid-type of muscle arrangement (Table 1) have a

vulua which lies equatorially, while the species which show Oesophagostomum- and Equinurbia-

type have a preanal vulva (Ohmori, 1975 a, b).




